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１．点検・評価の概要





１ はじめに

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、教育委員会はその権限に

属する事務の管理及び執行状況について、学識経験者の知見を活用して点検と評価を行い、そ

の結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが義務づけられました。

そこで、みなかみ町教育委員会では効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民に対す

る説明責任を果たすことを目的として、同法の規定に基づいて実施した点検と評価の結果をまと

めました。

この報告書は、教育委員会の活動について年度内の重要な施策事業について点検と評価を

行うものであります。

みなかみ町教育委員会は点検と評価の実施を通じて、施策の効果的な実施と改善を図り、教

育施策の着実な推進に努めたいと考えますので、皆さんの一層のご理解とご協力お願い申し上

げます。

平成３０年１２月

みなかみ町教育委員会

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

【教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等】

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により、

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。
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２ 点検・評価の対象事業

対象事業は平成２９年度事業とし、総務・学校グループ、生涯学習推進室におけるそれぞれ

の重点項目事業とします。

３ 点検評価の実施方法

教育委員会が行ってる事業についての取組状況が施策と成果の報告書によりまとめられてい

ます。報告書を基にして教育委員会会議・教育委員の活動状況も含めて教育に関し学識経験を

有する外部の方々に意見をいただく。

４ 外部評価者

学校教育関係

牧 野 堯 彦 元みなかみ町教育長

生涯学習関係

髙 橋 幹 元みなかみ町立月夜野中学校長
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２．みなかみ町の教育行政方針





平成２９年度 みなかみ町教育行政方針

逞しく生きる心豊かな人々のまち
豊かな心と文化を育む

《基本理念》

みなかみ町教育委員会は、生涯学習の観点に立ち、幼児・児童・生徒並びに町民一人ひとりが

夢や誇りを持つとともに、学校教育や社会教育・文化・スポーツさらに地域の貴重な歴史的・文

化的資源などを活かし豊かな感性を育み、高い知性・健康な身体を培い、逞しく生きる心豊かな

人々の町づくりを目指して教育行政を推進する。

《基本方針》

みなかみ町教育委員会は、基本理念の具体的実現を図るため、次の基本方針に沿って諸施策の

推進に努める。

Ⅰ 学校教育 ･････････ 逞しく「生きる力」を育む教育

１ 学校教育の充実

「みんなで仲良く学び合い、感謝と感動の心を育み、未来に向かって逞しく生きる

児童・生徒の育成」を目指し、故郷みなかみを愛し続けるよう教育水準の向上や教育

内容の充実に努める。

２ 教育環境の整備

学校教育の充実のため、小・中学校や教育施設の設備等の計画的な整備に努める。

Ⅱ 生涯学習・文化・スポーツの振興 ･････････ 豊かなライフ・ステージを

３ 生涯学習の推進

生きる喜びに満ち、心の豊かさと学ぶ意欲に溢れた生涯学習社会を目ざし、生涯学

習推進体制の充実や関係機関・各種団体と連携を図り、町民の学習ニーズや人生の各

時期に応じた学習の機会と場の提供に努める。

生涯学習社会に対応した多様な学習機会や施設・設備を整備するとともに、家庭や

地域の教育機能の活性化を図るための諸施策の展開に努める。

４ 文化財の保存と活用

町民の文化振興に関する意識を高め、誰もが楽しめる地域の文化活動を促進し、文

化財の保存や活用等に努める。

５ 生涯スポーツの推進

町民の生きがいと健康増進のため、みなかみ町スポーツ推進計画に基づき、全町民

の生涯スポーツを目ざし、軽スポーツの普及や地域に根ざしたスポーツ・競技スポー

ツの振興を図るとともに、施設・設備の整備に努める。
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《重点施策》

逞しく「生きる力」を育む教育を ２６ 学校教育の充実

１ 学校教育の充実

（１） 学力の向上

① 学習指導の充実

ア 特色ある教育課程の適切な編成・実施

イ 基礎的・基本的学習内容の確かな定着

・少人数指導、Ｔ.Ｔ等個に応じた指導ときめ細かな指導の充実
・学力向上計画の徹底、学力向上特配とコーディネーターの有効活用

・ねらいを明確にした授業の改善（教師の指導力の向上）

・意欲を引き出す授業の充実（学習の仕方を学ぶ）

・「判断力・思考力・表現力」の育成を意図した授業の充実

・効果的なＩＣＴ活用による授業の充実

・意図的・計画的な家庭学習の充実と徹底

ウ 学力検査等を生かした授業の改善

・学力標準検査・全国学力学習状況調査の結果の分析と改善策の策定

エ ＡＬＴの活用による英語教育・外国語活動の充実（英語力の向上）

・小・中学校の連携教育、９か年間にわたる英語教育の検討（三国会）

（２） 教職員の資質の向上

① 教職員研修の充実

ア 校内研修の内容及び方法の改善・充実

イ 各種教員研修の充実（管理職研､初任研､３年･５年目研､ 10年目研､へきセン等）
ウ 個人の研究課題による研修（自己研修）の充実

エ 一人一研究授業の実践「はばたく群馬の指導プラン」の活用

オ 三国会の研修の充実（小・中連携教育の推進・資質向上・異校種間）

② 教職員の心身の健康管理 メンタルヘルスの対策

・職員室の環境づくり（互いに学び合い・支え合い組織で取り組む）

③ 教職員の服務規律の確保 教育者としての使命と責任の自覚

（３） 心豊かな児童・生徒の育成

① 道徳教育・人権教育の充実（心情面・実践面）

ア 学習指導要領に基づく道徳教育の充実

・体験活動、諸行事等との関連を意図した指導の充実

・道徳教育推進教師を核にした組織的取り組み（量的・質的確保）

イ 人を思いやる優しさなど心の教育の充実 ････ いじめ防止・福祉教育との関連

・あいさつ運動の徹底と拡大（おもてなしの心・明るい町）

・ふるさと愛校心の育成 ････ ２ヶ月に１日（偶数月・第１金曜日）

学校周辺の清掃（清掃時間）

夏休み １日 地域清掃奉仕活動

「ルールブック５０」の活用 ････ 凡事徹底

・体験活動等を通したふるさと学習（ボランティア、みなかみ町の自然体験等）

ウ 家庭との連携による徳性の涵養

・家庭の協力による基本的生活習慣の確立
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② 生徒指導の充実

ア 児童・生徒の安全・安心の確保

・通学路、登下校時の安全確保 ････ スクールバス等の安全運行

・交通安全、不審者、鳥獣等からの安全確保

・自然災害等からの安全確保

・食の安全 ････ 食物アレルギーへの対応

・地域における安全・安心協議会との連携の充実

イ 自己肯定感･自己有用感を育てる指導の実践（個性の伸長）

・全教育活動（授業、部活動、諸行事、学級活動、生徒会活動等）

・情報モラルの育成

・いじめ防止活動等の対策

・不登校児童・生徒の支援と未然防止

ウ 豊かで和やかな人間関係の醸成（児童・生徒間、教師間、保護者間）

・小中連携による中学校区ごとのあいさつ運動の展開

・海外や奄美等の児童・生徒間の交流体験による人間関係力の醸成

エ 教育相談の充実（スクールカウンセラーの活用）全小・中学校に配置

オ 適応指導教室の充実

カ 家庭・地域・関係諸機関・団体等との連携（健全育成・安全・安心の確保等）

③ 健康な身体を培う教育の推進

ア 強い心と体力を培う学校体育の充実

・体力向上プランの作成と実践

・健康づくりへの意欲と安全意識の高揚に努める指導の充実

・健康診断の実施と事後指導の充実

・運動部活動、社会体育の活用と充実（中学校）

・体力向上に向けた体育的行事の充実

イ 体力・運動能力調査結果の効果的活用（肥満や虫歯・裸眼視力の回復）

ウ 朝活動や放課後時間の活用の工夫と連携（放課後子ども教室）

エ 食育の推進による望ましい食習慣と健康

・食育推進に関する調理場との連携及び家庭と連携した「お弁当の日」の活用

・学校給食における地産地消の推進

④ キャリア教育（進路指導）の充実

ア 小･中学校におけるキャリア教育（進路指導）の年間計画の作成と実践

・地元企業等を活用した職場体験、体験入学等の啓発的体験的活動の充実

・地域の人材資源等の活用（地域支援センター）

イ 各教科、道徳、特活とを補充・深化・統合した体験指導の推進

ウ 進路相談の計画的な実施

エ 小学生の交流事業（奄美等）、中学生の海外派遣事業（タイ･カンボジア、台南）

オ 外部の教育力の導入と活用 ････ 中学生議会

⑤ 人権教育の推進

ア 全体計画・指導計画の充実と実践

イ 全教育活動を通しての人権尊重の精神の育成

・人権啓発活動の推進（人権作文・ポスター、「家族のきずな」エッセイ等）
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・「いじめを出さない」日常の指導といじめ防止子ども会議等の充実

・生徒会・児童会等、児童生徒の主体的活躍の推進

⑥ 福祉・環境教育の充実

ア 全教育活動を通しての福祉・環境教育の充実

イ 福祉・環境問題への具体的実践

・ふるさとの自然環境体験学習の充実

・あいさつ運動

・ボランティア活動の推進(地域の花植え、老人ホーム慰問等）

ウ 地域資源の教育的活用（人的・物的・自然等）

・谷川岳エコツーリズム、環境学習発表会、みなかみ源流大学等の活用

・ユネスコエコパーク登録に係るユネスコスクールの検討

⑦ 読書活動の推進

ア 学校図書館の充実

・蔵書量と読書時間の増加及び図書室の環境整備

イ「読書のすすめ」の実践

・児童生徒の図書委員会の活動

・家庭における読書のすすめ

ウ 図書館司書教諭の積極的活用

（４） 特色ある学校づくり

① 学校経営の充実

ア 課題を明確にした、適切な教育課程の編成・実施・評価・改善

・教育内容、方法の多様化・弾力化

イ 校長の理念の確立とリーダーシップ

・管理職の人材育成能力の向上と職員の組織体制の確立

ウ 地域に根ざした多様な教育活動の展開

・地域資源の教育的活用（人的・物的・自然等）

・家庭・地域との連携の強化 地域学習、環境教育、福祉教育等

・みなかみウオーキングへの参加

（５） 小・中連携教育の推進

ア 小・中学校間、こども園・小学校間の円滑な接続（不登校の未然防止）

・行事、授業、体験活動等を活用した異校種間の児童・生徒との交流

・小学校高学年の教科担任制

・ＡＬＴを活用した英語教育・外国語活動の接続

・教員の異校種間交流の推進

・地区別推進委員会の充実

イ 小・中学校９年間を見通した教育課程の研究

（道徳、算数･数学、英語、地域学習、福祉教育、キャリア教育等）

（６） 特別支援教育の充実

ア 乳幼児から成人期までの支援システムの実践

・町就学相談委員会の充実
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・特別支援学級の指導の充実

・通常学級における指導の研究と改善（教職員専門性向上事業の活用）

・支援員の充実

イ 通級指導教室の充実 ３校で実施（桃野小・水上小・新治小）

ウ こども園・小・中学校間の交流と連携の強化

エ 子育て健康課など地域関連機関との連携・推進

（７） 幼児教育の推進

ア 適切な教育課程の編成・実施・評価

イ 「思いやりのある子」を育てる教育の充実

ウ 保育士の資質の向上

・園内研修の充実

・研修会への参加

エ こども園・小学校との連携

・特別支援教育の推進

・小１プロブレムの解消

オ 町教育支援委員会との連携

２ 教育環境の整備

（１） 環境整備

ア 安全・安心の確保

・教育施設・設備等の安全確保

・スクールバスの安全確保・通学路の安全確保（交通・不審者・鳥獣）

・校内生活での安心の確保

・食の安全確保…アレルギーへの対応

・地域との連携(安心安全・育成協議会「見守り隊や 110番の家」の活用）
イ 防犯、防災など安全対策の充実

・防災計画および防災教育の見直し（火災、地震、水害等）

・自らの命は自らが守る教育（危機管理能力の育成）

・地域との連携

（２） 国際理解・交流学習の推進（人間関係力・自己有用感の育成）

・中学生海外派遣事業への参加

・小学生奄美笠利町交流事業等への参加

・藤原中と水上中の合同学習

（３） 教職員等の人的環境整備

ア ＡＬＴの適切な配置（小・中学校での英語教育の充実、小・中連携教育）

イ 特別支援教育に係る補助教員兼支援員･介助員等の適切な配置

（４） 小・中学校の適正規模・適正配置の検討

・全地区小・中学校対象

（５） 第２期教育振興基本計画の策定

- 7 -



Ⅱ豊かなスタディ・チャンスを ２７ 生涯学習の推進

３ 生涯学習の振興

（１）生涯学習体制の整備・充実

① 「心豊かな町民」を目指す生涯学習の推進

ア 生涯学習推進のための各種企画の創意工夫

・講座、講習、現地研修、文化祭、講演会、諸大会等

イ 学習成果発表の場の提供

・文化祭、生涯学習フェスティバル、報告会、優秀選手表彰式等

② 生涯学習関連施設の活用

ア 町公民館、図書室、カルチャーセンター、歴史民俗資料館等

イ 体育関連施設（社会体育、学校体育）等

③ 生涯学習指導者の育成・確保

ア 指導者、学習ボランティア、コーディネーター、シニアリーダー、

団塊世代の活用

④ 生涯学習に関する諸情報の提供 学習啓発の推進

⑤ 各種施設との広域的ネットワーク体制の構築

（２）学習機会の提供

① 各種町民教養講座・教室等の開催 公民館・カルチャーセンター等

ア 受講生拡大の工夫

イ 各種団体による講演会や講座の支援

ウ 自主グループの育成への支援と助言

…子ども歌舞伎、太々神楽、ジュニアオーケストラ、みなかみ牧水会等

② ４図書室の充実

ア 図書の充実

・蔵書量の充実

・町民のニーズへの対応

イ 読書推進活動

・幅広い年齢層への対応

・読書量、利用者増大への工夫…お話しの会の活動支援

ウ ４室データベースの作成

エ 広報活動

オ 全町図書室運営の充実

・図書室環境の改善・整備

４ 社会教育の充実

（１） 社会教育諸条件の整備・充実

① 社会教育施設の利用促進

② 社会教育関係団体の育成・連携

・子ども会育成会・婦人会・PTA 連合・青少推・スポーツ少年団・老人クラブ
・体育協会・文化協会等

③ 人権教育の充実 子育て健康課・町民福祉課との連携

ア 人権学習 正しい認識形成と啓発

・社会教育委員の研修・講演会・家庭教育学級での学習会
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・人権擁護委員会との連携・活動

イ 人権啓発活動

・人権ポスター・作文、「家族のきずな」エッセイの募集・表彰

・講演会（町民福祉課、子育て健康課と連携）

・小・中学校における人権学習

（２）青少年教育の充実

① 青少年育成活動の充実 ３ 子育て支援の充実

ア 子ども会の育成

イ 青少年育成指導者の育成 月夜野キッズセンター

② 青少年活動の充実

ア 学校外活動（青少年育成事業）の推進

・放課後子ども教室 ・おもしろ科学教室 ・奄美市笠利町交流事業等

イ 地域行事参加による体験・交流

・かるた大会・地域清掃活動・子ども会スポーツ大会・地域行事・あいさつ運動

③ 子ども活動に関する諸事業の推進・充実

・ガールスカウト・スポーツ少年団

（３） 青少年健全育成

① 青少年健全育成団体相互の連携と協力 学社連携・融合の推進

・みなかみ町健全育成会議の創設と諸活動

・あいさつ運動と地域環境の美化活動の展開

② 体験活動の推進

・週末等における体験教室の推進

（月夜野キッズセンターによる体験教室、ものづくり教室）

③ 青少年健全育成活動の充実と非行防止

・パトロール・啓発活動（ポスター・標語の配付）

④ 有害環境浄化活動の推進

・ケータイ・ゲーム機に関する問題の未然防止

・社会環境実態調査

・児童・生徒の問題行動の未然防止

（４）家庭教育の充実

① 時期に応じた家庭教育の充実

・子育て講座（・就学時子育て講座・思春期子育て講座）

※ 町民福祉課子育てセミナー

・子育て支援… 放課後子ども教室の充実

６小学校子ども教室運営への支援

・基本的生活習慣の確立

② ＰＴＡ活動の充実

・ＰＴＡの連携活動（ＰＴＡ連合）・共通課題の解決への努力

③ 自主活動への支援

・諸団体の活動

・地域活動への参加

- 9 -



５ 文化の振興

（１） 芸術文化活動の推進 ２７ 生涯学習の推進

① 文化施設の充実

ア 公民館・カルチャーセンター等の運営の充実

② 文化活動推進体制の充実

ア 文化振興事業の支援・発信

イ 町民とアーチストの交流による文化振興･･･東京劇団”風”との交流

ウ 文化活動に関する広報・啓発活動

③ 文化活動の促進

ア 各文化団体の活動計画の把握と促進

イ 地域文化の伝統継承の支援

ウ 後継者不足の課題解決への研究（文化団体、NPOの育成支援）
・文化振興補助金等の活用 活動機会の促進

エ 町文化祭への参加と充実

（２） 文化財保護と普及活動 ２９ 文化財の保存と活用

① 郷土愛の育成と次世代への継承

② 指定文化財整備の充実と矢瀬遺跡・水上石器時代住居跡・名胡桃城趾の活用

③ 文化財調査・保護の実施

・文化財調査委員会の活動の充実

④ 町内文化財の点検と文化財リストの作成

⑤ 文化財の展示施設等の検討と整備 歴史を活かした街づくり事業（観光課）

⑥ 文化財を活かした学習の推進と郷土愛の醸成

・小・中学校の学習への利用促進 ガイドの会との連携

６ スポーツ活動の充実 ２８ 生涯スポーツの推進

（１） 指導体制の充実

① みなかみ町スポーツ推進計画による生涯スポーツの推進

・マスタープランの見直しの実施

② 指導体制の充実

ア スポーツ推進委員の有効活用

・全町民生涯スポーツ推進のための計画的活動

イ 社会体育指導者の育成・活用

③ スポーツ団体等の育成と指導者の養成

・指導者研修会の開催、スポーツ少年母集団の研修会開催

④ スポーツ情報提供・相談体制の整備 体育協会による広報の発行

⑤ スポーツ施設・設備の整備・充実…社会体育施設の耐震化及び調査・研究

（２） スポーツ活動の充実

① 生涯スポーツ活動の振興

ア 町民体育祭を核とするスポーツ振興

イ 総合型地域スポーツクラブ(NPO法人みなかみスポーツクラブ)の育成・支援
ウ ニュースポーツ、軽スポーツの啓発・普及と活動

・ノルディックウオーク・スポーツ吹矢

- 10 -



エ スポーツ企業との連携

オ みなかみ源流大学との連携

② 競技スポーツの振興

ア 優秀選手・指導者の表彰

イ 各種選手強化対策の推進

ウ 競技スポーツの指導者の育成

エ 体育協会の活動の充実

☆体協６つのテーマ

・町民の体育振興に関する調査研究

・体育に関する講習会・研修会の開催

・各種競技大会・教室の開催

・各種スポーツ競技団体の結成及び育成

・スポーツ少年団の育成

・その他の大会の目的達成に必要な事項に関すること

オ スポーツ企業との連携
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３．教育委員会会議・教育委員の
活動状況





１ 教育委員会会議・教育委員の活動状況

●みなかみ町教育委員名簿
平成２９年 ４月 １日 現在

職 名 氏 名 委員就任日 役職就任日 任 期

教 育 長 増田 郁夫 H27. 4. 1 H27. 4. 1 H30. 3.31

教育長職務代理者 利根川太郎 H25.11.26 H29. 4. 1 H29.11.25

委 員 鈴木 長善 H25.11.26 H29.11.25

委 員 阿部 剛 H27.11.26 H30. 3.31

委 員 根津 公安 H28.11.26 H31. 3.31

●平成２９年度教育委員会会議（定例会・臨時会）の開催状況

教育委員会の会議は原則６月、９月、１１月、３月の年４回開催される定例会と必要に応じ開

催される臨時会があり、以下のとおり開催し審議されました。

（平成２９年４月～平成３０年３月まで）

開催日 区 分 議案・報告等

（平成２９年） 定例会 議案第 １ 号

５月２６日 文化財指定及び指定解除について

議案第 ２ 号

みなかみ町文化協会活動費補助金交付要綱の制定につ

いて

議案第 ３ 号

平成２９年度準要保護児童生徒就学援助費補助金の認

定について

報告第 １ 号

指定学校変更について

報告第 ２ 号

みなかみ町社会教育委員の委嘱について

（協 議）

①中学生海外派遣事業について

②奄美市笠利町との交流事業について

７月１４日 臨時会 議案第 ４ 号

平成３０年度使用教科用図書の採択について

議案第 ５ 号
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平成２９年度準要保護児童生徒就学援助費補助金の認

定について

８月３０日 定例会 議案第 ６ 号

９月補正予算について

議案第 ７ 号

平成２９年度みなかみ町立小中学校教員用パソコン機器

等購入契約の締結について

（協議）

①町内園・小・中運動会の来賓割り振りについて

②夏休み中の児童・生徒の様子について

③第１２回町民体育祭について

④月夜野中学校ナイター設備設置工事について

⑤中学生海外派遣事業（タイ・カンボジア）について

⑥奄美市笠利町との交流事業について

⑦生涯学習フェスティバルについて

９月２５日 臨時会 議案第 ８ 号

平成２９年度準要保護児童生徒就学援助費補助金の認

定について

議案第 ９ 号

平成２９年度末利根沼田地区教職員人事に関する基本

方針について

１０月１９日 臨時会 議案第１０号

教育委員会教育長の辞職の同意について

１１月２８日 定例会 議案第１１号

みなかみ町立学校施設使用条例の一部改正について

議案第１２号

平成２９年度みなかみ町スクールバス購入契約の締結に

ついて

（協議）

①中学生議会について

②その他

（平成３０年） 臨時会 議案第１３号

１月２９日 平成２９年度準要保護児童生徒就学援助費補助金の認

定について

２月２２日 定例会 議案第１４号

みなかみ町公民館条例施行規則の一部改正について

議案第１５号

みなかみ町公民館図書室規則の一部改正について
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議案第１６号

みなかみ町体育施設条例施行規則の一部改正について

議案第１７号

みなかみ町新治Ｂ＆Ｇ海洋センター条例施行規則の一部

改正について

議案第１８号

みなかみ町新治Ｂ＆Ｇ海洋センターミニ艇庫条例施行規

則の一部改 正について

議案第１９号

みなかみ町立学校施設使用条例施行規則の一部改正に

ついて

議案第２０号

みなかみ町歴史民俗資料館等条例施行規則の一部改正

につい

議案第２１号

教育財産の取得について

議案第２２号

学校給食費の決定について

議案第２３号

平成２９年度みなかみ町一般会計予算３月補正予算（案）

について

議案第２４号

平成３０年度みなかみ町一般会計予算（案）について

議案第２５号

平成３０年度みなかみ町教育行政方針（案）について

報告第 ３ 号

区域外就学について

（協 議）

①教職員の多忙化解消に向けた取り組みについて

②奄美市笠利町との青少年交流事業について

③中学生海外派遣事業（台南市）について

④小・中・こども園の卒業（園）式、入学（園）式について

⑤グラウンドゴルフ場の整備について

⑥総合グラウンドトイレ・更衣室の建設について

⑦その他

３月１５日 臨時会 議案第２６号

平成２９年度末教職員人事異動について

議案第２７号

みなかみ町スポーツ推進計画の見直しについて
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３月２７日 臨時会 議案第２８号

みなかみ町教育委員会事務局等の組織及び事務処理規

則の一部改正について

（平成２９年４月～平成３０年３月）

区 分 回 数 議案件数 協議件数 報告件数 選挙回数 教育長事務報告

定例会 ４ １９ １８ ３ ４

臨時会 ６ ９ ０ ０

● ２９年度総合教育会議の開催状況

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正（平成２７年４月１日施行）に伴い、町長と

教育委員が構成員となり、相互の十分な意思疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共

有するため総合教育会議が設置されました。

総合教育会議において、町長は教育委員と協議して、教育に関する総合的な施策の大綱を策

定するとともに、教育に関する重点的な施策について協議することとなっていいます。

２８年度には以下のとおり開催され、協議を行いました。

開催日 案件等

（平成２９年） １．管内小中学校の適正規模・適正配置について

７月１４日 ２．その他

（平成３０年） １．管内小中学校の適正規模・適正配置について

１月２９日 ２．その他

●教育長・教育委員の活動

教育委員会は、定例会以外に各種研修会及び教育委員会主催の行事に参加しています。

また、各小中学校へも学校訪問をして教育環境の整備や体制づくりに努めています。

（平成２９年４月～平成３０年３月まで）

期 日 行 事 内 容

４月 ３日 教職員辞令交付式

７日 小・中学校入学式
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１０日 利根商業高等学校入学式

１１日 三国会運営委員会

１２日 町婦人会総会

１３日 教育長・校長合同研究協議会 へきセン入所式・理事会

１４日 小・中学校教職員離退任式

１５日 利根沼田青少年サッカー大会

１８日 町体育協会総会

１９日 町文化協会総会

２０日 町スポーツ推進員会議

２２日 北毛地区還暦野球大会開会式

２４日 第１回教育委員会訪問 地区人事総括会議

２５日 教育委員会協議会

２７日 郡小中学校教育研究会総会

２８日 町体育協会総会

５月 ２日 三国会総会

６日 利根商業高等学校多目的グラウンド竣工式

１５日 デサント藤原湖マラソン実行委員会 利根郡体育協会総会

１６日 新治中学校訪問

１７日 子ども教室第１回運営委員会

２３日 中学生海外派遣推進委員会

２４日 桃野小学校訪問 県市町村教育長協議会 利根沼田教育長会

２６日 教育委員会（定例会）

２７日 みなかみ町芸術の町づくり実行委員会総会

２９日 社会教育委員会

３０日 古馬牧小学校訪問 ユネスコエコパーク協議会 町俳句大会表彰

式

６月 １日 中学生海外派遣事業（タイ・カンボジア）事前説明会

６日 教育委員会訪問（生涯学習） 三国会運営委員会

９日 水上中学校訪問

１２日 月夜野北小学校訪問

１８日 国体関東ブロックカヌー大会 ユネスコエコパーク報告会 水上音楽

祭

１９日 教育長会議

２０日 利根郡町村教育委員会総会

２１日 月夜野中学校訪問 中学生海外派遣事業事前学習会

２４日 群馬県小学校総体ホッケー大会

２７日 学校警察連絡協議会役員会・総会

２８日 第１回町学校保健委員会

３０日 県へき地教育振興会総会 中学生海外派遣事業事前学習会

７月 １日 利根川源流賛歌を歌う会
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４日 県教育長会議

６日 給食センター運営委員会 教科書採択協議会

７日 県町村教育長研修会

１０日 社会教育委員会会議

１１日 教育支援委員会 奄美大島交流事業参加者説明会

１２日 叙勲伝達式 中学生海外派遣事業（タイ・カンボジア）事前学習会

１４日 総合教育会議 教育委員会（臨時会） 教育長会議

２１日 中学生海外派遣（タイ・カンボジア）壮行会

２７日 教育支援委員会全体会

２８日 群馬県中学校総合体育大会開会式 小学生水泳記録会

３０日 水上石器時代住居跡シンポジウム

８月 １日 中学生海外派遣（タイ・カンボジア）出発式

３日～ 奄美青少年交流事業

７日

８日 みなかみ町花火大会実行委員会

９日 知的障害者福祉協会夏期特別講座

１０日 青少年赤十字協議会

１１日 みなかみ源流大学協議会

１６日 みなかみ町花火大会

１８日 国体関東ブロック開会式

２０日 デサント藤原湖マラソン大会

２３日 叙勲伝達式

２４日 社会教育委員会会議

２６日 少年の主張利根沼田地区大会

３０日 教育委員会（定例会） 少子化運営委員会

９月 ５日 福祉パレード

６日 町民体育祭抽選会

９日 中学校運動会

１０日 三国館音楽会

１１日 町民グランドゴルフ大会

１５日 ゲートボール選手権大会

１６日 小学校運動会

１８日 名胡桃城シンポジウム

２０日 利根沼田地区人事会議

２３日 茂左衛門弓道大会

２４日 町民体育祭

２５日 教育委員会（臨時会）

２７日 利根沼田地区人事会議

２８日 北毛地区中学校校長会研究協議会少子化分科会

１０月 ２日 教育長・校長合同協議会
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３日 エコパーク登録記念式典 社会教育委員会

５日 家族の絆エッセイ審査会

１１日 史跡整備市町村協議会

１２日 郡市小学校陸上記録会

１４日 生涯学習フェスティバル 人権に関するポスター審査

１９日 教育委員会（臨時会）

２１日 防火ポスターコンクール表彰式

２３日 利根沼田地区学校警察連絡協議会役員会 県民体育大会結団式

２４日 郡市合同移動校長協議会 利根沼田教育長連絡協議会

２５日 中学生海外派遣報告会

２６日 平和式典戦没者追悼式

２９日 福祉ポスター・作文フェスティバル

１１月 ２日 中学生海外派遣事業（台南市）保護者説明会

３日 文化祭開会式

８日 県市町村教育長協議会 市町村教育長人事会議 中学生海外派遣

事業（台南市）事前学習会

９日 中学生海外派遣事業（タイ・カンボジア）事後研修会

１１日 新治小学校創立１０周年記念式典

１４日 中学生海外派遣（台南）事前学習会

１５日 叙勲伝達式

１６日 中学生海外派遣事業（タイ・カンボジア）報告会

１８日 若山牧水みなかみ紀行短歌大会・表彰式

２２日 中学生海外派遣（台南）事前学習会

２７日 教育委員辞令交付式

２８日 教育委員会（定例会）

１２月 １日 中学生海外派遣事業（台南市）事前学習会

９日 人権ポスター表彰式

２４日 中学生海外派遣事業（台南市）出発式

１月 ７日 成人式

９日 利根沼田地区人事会議

１０日 利根教育事務所人事ヒアリング

１１日 県町村教育長・教育委員会合同研修会

１４日 中体連スキー大会開会式

１８日 利根沼田地区人事会議

２２日 藤原区民・小中学校親睦スキー大会

２４日 県市町村教育長人事会議

２９日 総合教育会議 教育委員会（臨時会）

３１日 へきセン反省会・理事会

２月 ３日 みなかみ町環境学習発表会

９日 奄美市笠利町交流会歓迎式
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１３日 利根沼田地区人事会議

１４日 利根沼田地区人事会議 県市町村教育長協議会

１５日 給食運営委員会

１９日 社会教育委員会

２０日 教育委員会訪問

２１日 利根沼田地区地区人事会議 へきセン発表会・修了式

２２日 教育委員会（定例会） 教育委員協議会

２３日 群馬県高校体育連盟創立７０周年記念式典及び祝賀会

３月 １日 利根沼田地区人事会議

１３日 中学校卒業式 教育長・教育委員合同会議

１５日 教育委員会(臨時会)

２３日 小学校卒業式

２７日 教育委員会(臨時会)

３０日 教職員退職者辞令交付式
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４．教育委員会各事業

総務・学校グループ
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４．教育委員会各事業

生涯学習推進室
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５．学識経験者の意見等





１．学校教育関係

【学校教育の充実】

『学力テストの結果』

小中学校とも少しのポイントの下がりがみられたが、８０％台の維持は立

派である。しかし、ポイントが下がった原因は何なのか把握をしておいてそ

の対策は必要であろう。学力の向上のためには教師の指導力が大きな要素と

なる。教師自身の研鑽努力等により指導力の向上を図り、児童生徒の学習意

欲を引き出し、基礎基本を定着させてきているその反映であると思う。その

支えが個に応じた指導、きめ細かい指導など子ども達ひとり一人に寄り添っ

た指導の展開であり、そのために特配、補助教員、支援員などの配置は大き

な貴重な事業であり、今後ともぜひ継続をお願いしたい。

『体力テストの結果』

例年並みでおおきな変化はみられないが、体位の方はどうであるか。ロー

レル指数の高い児童生徒、運動嫌いの傾向はないか、視力の低下傾向等はな

いかなども併せてみておくことが必要ではないか。

『不登校児童生徒数』

横ばいの傾向にある。児童生徒それぞれに理由やきっかけがあるわけだが

その実態を押さえ、対応策を講じる必要がある。

無理に学校へというこれまでの風潮とはちがった考えが出てくる中で、不

登校をどのように捉えるか。なぜこのような対応策が必要なのかを共有する

必要があるように思う。また、人数でなく全体に占める割合で考えていって

はどうか。

『小中学校教育研究会事業」

みなかみ町のこどもたちの育ちに貢献する研究会であるべき。

教師は子ども達にしっかりとした学力・体力・徳力を身に付けた成長を図る

ためのみなかみまちの教師として研鑽を重ねる。また、子ども達に経験や体

験等を通し人格の形成の資質を身に付けさせるための教師の研究会であって

ほしい。

『中学生海外派遣事業』

生徒には、多くの体験を重ねる機会が提供されている。
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この交流事業や派遣事業がなぜ推進されているか、その意義を十二分に協

議・検討され後の子ども達の人生に生かされていく一つのものとして位置づ

けられることを期待したい。ぜひ多くの生徒にこの機会を意欲的に活用させ

てほしい。

『自然学習教室補助事業』

天文台の見学、昆虫の森の見学・体験の事業が行われているが、これらを

学校カリキュラムの中にしっかり位置づけ、学習等に生かされるように、ま

た、エコパークの中の学校として生かされていってほしい。

『家庭教育支援事業』

生涯学習グループとの共催。保護者の皆さんのニーズに応えるような内容、

また、親の心を啓発するようなもの、こころに響くものであれば成果が考え

られる。予算の制約のある中での講師の選択が難しいが絶対必要なものであ

れば内容を選択のうえ確実に実施すること。

【総 評】

「みんなで仲良く学び合い、感謝と感動の心を育み、未来に向かって逞し

く生きる児童・生徒の育成」を目指し事業が推進された１年でした。

学力の面で、昨年度に比較し多少ポイントが下がったが全体的には高いと

ころで維持されており、教師の優れた指導力と児童生徒の自らの意欲の向上

が基礎となり、少人数指導、ＴＴ指導など個に応じた子どもに寄り添った指

導がその支えである。この事に対し、県の学力向上のための特配、コーディ

ネーターの配置、そして町として大変に配慮して頂いている補助教員、支援

員等の配置と機能が大きな力となっている。ぜひ、今後とも継続しての配慮

を強くお願い致します。また、学校生活に対する適応状況でありますが、少

しのポイントの下落がみられるが高い水準である。何をもって学校生活が楽

しいのか、この事と不登校者の存在、あるいはいじめの件数との関わりも考

えられるが吟味すると共に適切な対応をお願いしたい。小学生の交流事業、

中学生の海外派遣事業、将来への投資の意味で意義がある。学ばせたいもの

の内容を明確にし、可能な限り多数の児童生徒に広げ体験させたいと願いま

す。自然学習教室、尾瀬学習事業もエコパークの中の学校として重みのある

事業と考えられる。カリキュラムの中に位置づけ積極的、計画的 、意欲的な

事業であることを望みます。ユネスコ・エコパークに登録されて以降、地域

の学校教育において非常に意義あることと思う。自然との共生、環境教育、

人権教育等々との重要な素材となるなどまさに子ども達が人間としての生き

- 56 -



方を考える大きなテーマとなるものと思います。積極的な取り入れを期待し

たい。児童生徒数の減少に伴う学校の適正な配置に関しても、直接ではあり

ませんが、考え、推進していく中での資料の一つとして考えていけるのでは

ないかと思います。

以上、この１年間、新しい動きあるいは内容の変革を予感をさせる新年度

に繋がっていく貴重な１年間であったように思います。実りある１年でした。
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２．生涯学習関係

【生涯学習の推進】

『日頃から生涯学習を行っている町民の割合』が平成２７年度から増加して

いるのはよい傾向である。現行の有効な施策を明確にし、町民の生涯学習へ

の意欲・関心がより一層高まり、町民が継続して生涯学習に取り組めるよう

計画的に施策を遂行していく必要がある。

『文化協会加盟団体登録者数』が減少傾向にあることは憂慮すべきことであ

る。少子高齢化や地域のコミュニティー力の低下に伴うものとも思えるが、

加盟文化団体の活動内容や実情を的確に把握し、支援できる部分への人的・

財政的支援を積極的に進める必要がある。

『生涯学習施設利用者数』は約２０００人ずつ減少して、目標値の約６０％

に近づきつつあることは憂慮すべきである。町民各層への学習機会の提供内

容の見直しをするとともに、学習グループや自主サークルへの積極的な人的

・物的・財政的支援を行っていく必要がある。また、施設設備の充実・改善

やバリヤフリー化の早期実現を図る必要がある。

今後は、町民の参加しやすい事業・講座の実施、活用しやすい図書室のシス

テム構築や生涯学習施設設備の老朽化の改善など、町民が生涯を通じて自主

的に学習できるみなかみ町を目指して、学習環境の整備・充実に重点を置い

た施策の実施を期待したい 。

【生涯スポーツの推進】

『週１回以上、スポーツや運動をしている町民の割合』が減少傾向にあること

は憂慮すべきことである。生活時間に余裕のない青年・壮年層の取り組みの

低いことが原因のようであるが、短時間でできる軽スポーツの情報提供等を

行い、体を動かすことの必要性を啓発していくとともに、運動をしている人

を通じた仲間づくりも促していく必要がある。

『体育協会加盟競技団体登録者数』の減少に歯止めがかかっていないのは憂

慮すべき状況である。少子高齢化、個人志向の高まり、地域での組織活動を

好まない町民の増加など、競技団体の組織化が難しい面も見られるが、町民

の運動に関する興味関心は高いと思われるので、指導者の育成や派遣、軽ス

ポーツ教室の実施など、町民がいつでもどこでもスポーツのできる環境づく
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りを積極的に進める必要がある。

『体育施設利用者数』が増加傾向にあるのは良いことである。身近な地域で、

安全に楽しくスポーツができるよう、施設設備の維持管理や機能充実、利便

性の向上を図りながら、さらなる利用促進を促す必要がある。

今後は、青年・壮年層に対するスポーツ実施環境の整備や指導者の育成と派

遣、体育施設の整備充実・老朽化の改善等に向けた積極的な取り組みを期待

したい。

【文化財の保護と活用】

『文化財の保護活動参加者数』が目標値を大きく上回っていることはよいこ

とである。町民の文化財の対する意識の高さや文化財保護活動の意識の高ま

りがうかがえる。今後も文化財の保護・保存に対する啓発活動を継続して、

文化財の保護・保全に取り組んでいく必要がある。

『地域の伝統芸能に参加している町民の割合』が伝統芸能を見ることを通し

て急増したことはよいことである。積極的に町内の伝統芸能を町民に見せる

機会を創るとともに、見る機会を通して伝統芸能を継承する必要性や地域の

取り組みに参加する意欲を醸成する必要がある。

『保護・継承されている指定文化財の数』が１件増加し、１０３件になったの

はよいことである。文化財調査委員の活動をより一層充実し、町内文化財の

調査を充実するとともに、指定に向けた保護・保全に取り組む必要がある。

『地域で継承されている伝統芸能の数』は変化が見られない。人口減少や少

子高齢化により継承者を確保するのが難しい状況にあると思うが、地域の伝

統芸能が途切れることなく後世へ引き継がれていくよう物的・財政的支援を

強化することを期待したい。

今後は、町民の文化財の保護と活用に関わる意識の高揚、保護・継承に向け

た意識の高揚、調査研究・保護保全活動の充実を期待したい。また、三国街

道を中心として町内観光の目玉づくりに取り組むことも期待したい。
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